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「
雪
国
の
ハ
ン
デ
を
克
服
し
、
技
術
の

向
上
を
目
指
す
」

　
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
世
界
を
舞
台
し
た
活

躍
も
あ
り
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
が
今
、
熱
く
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
、
本
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
道
内

唯一の
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
と
し
て
、
必
然
的
に

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

選
手
の
指
導
・
育
成
に
努
め
る
氏
家
新
司
監

督
は
、「
メ
ン
バ
ー
は
親
兄
弟
、
友
人
な
ど
の
影
響

で
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
小
さ
い
頃
か
ら
男
の
子
に

混
じ
っ
て
練
習
し
て
き
た
子
ば
か
り
。
そ
の
子
た

ち
が
道
内
唯一と
い
う
こ
と
も
あ
って
、
本
学
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
に
集
ま
り
ま
し
た
」。

　

混
成
チ
ー
ム
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
団
結
力
が

あ
り
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
は
自
信
が
あ
る
と
言
い

ま
す
。

　

近
年
の
実
績
と
し
て
は
、
2
0
1
5
年
1
月
に

兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
23
回　

全
日
本
大

学
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」
に
北
海
道
代

表
と
し
て
出
場
。
結
果
は
健
闘
及
ば
ず
1
回
戦

惜
敗
と
な
り
ま
し
た
が
、
他
府
県
代
表
の
監
督
や

指
導
者
か
ら
「
ま
と
ま
り
の
あ
る
良
い
チ
ー
ム
で

す
ね
」
と
高
い
評
価
を
得
た
そ
う
で
す
。

　
「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
面
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
が
、

課
題
は
決
定
力
と
い
う
か
オ
フ
ェ
ン
ス
で
す
ね
。

今
後
は
個
の
技
術
向
上
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」。
氏
家
監
督
の
こ
う
し
た
思
い
と
学
生
の
目

標
は一致
し
て
い
ま
し
た
。

　

積
雪
寒
冷
と
いっ
た
北
国
の
ハ
ン
デ
や
、
他
の
運

動
部
と
共
用
す
る
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
時
間
な
ど
、

何
か
と
制
約
の
多
い
練
習
環
境
の
な
か
、
選
手
は

各
々
の
課
題
と
向
き
合
い
効
率
的
な
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
小
菅
生
さ
ん
、
三
澤
さ

ん
は
「
ト
ッ
プ
を
任
さ
れ
て
い
る
の
で
積
極
的
に

点
を
取
り
に
いっ
て
結
果
を
残
し
た
い
」
と
口
を

揃
え
ま
す
。

　
一方
、
キ
ー
パ
ー
の
梶
谷
さ
ん
は
「一層
技
術
を

向
上
し
、
ゴ
ー
ル
を
守
り
た
い
」
と
決
意
表
明
し

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
チ
の
田
村
さ
ん
、
ト
ッ
プ
の
太

田
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
を
背
負

う
2
年
生
。
と
も
に
、「
プ
レ
ー
ス
ピ
ー
ド
と
精
度

を
上
げ
て
、
チ
ー
ム
全
体
の
力
を
ア
ッ
プ
し
た
い
」

と
闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
活
躍
す
る
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

五
十
嵐
さ
ん
は
「
道
内
の
大
会
で
は
通
用
し
て
い

た
の
で
、
全
国
で
も
十
分
戦
え
る
と
思
って
い
ま
し

た
が
、
実
際
に
試
合
し
て
み
る
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
面

や
判
断
ス
ピ
ー
ド
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
し
た
」

と
言
い
ま
す
。

　

明
確
な
課
題
が
見
え
て
い
る
だ
け
に
、
今
後
の

練
習
に
よ
って
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
克
服
し
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
昨
年
度
ま
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
て
い
た
三
澤
さ
ん
は
「
ま
ず
は
全
道
を
制
し
、

イ
ン
カ
レ
で
の
勝
利
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
来
期
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
言
葉
を
補
足
し
、「
連
携
と
守
備
と
い
う

優
れ
た
面
を
活
か
し
て
、
パ
ス
を
繋
ぎ
ゴ
ー
ル
前

に
攻
め
て
い
く
サ
ッ
カ
ー
が
理
想
で
す
ね
」
と
、

氏
家
監
督
は
口
元
を
キ
ュッ
と
引
き
締
め
ま
し
た
。

「
支
援
に
対
す
る
感
謝
を
忘
れ
な
い

人
間
教
育
も
」

　
「
大
会
の
遠
征
に
は
多
大
な
費
用
が
か
か
り
ま

す
が
、
後
援
会
さ
ま
か
ら
手
厚
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
私
を
含
め
学
生一同
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
学
生
に
対
し
て
は
、
周
囲
への
感

謝
を
忘
れ
な
い
人
間
教
育
に
も
努
め
て
い
き
た
い

と
思
って
い
ま
す
」。

　

そ
の一環
と
し
て
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
文
部
科

学
省
が
推
進
す
る「
青
少
年
奨
励
制
度
」に
参
加
。　

　
こ
れ
は
青
少
年
が
「
自
然
体
験
」「
運
動
体
験
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」「
教
養
体
験
」
の
4
つ
の

領
域
に
お
い
て一定
期
間
継
続
し
て
取
り
組
ん
だ

全
日
本
大
会
出
場
！
パ
ス
を
つ
な
ぎ

ゴ
ー
ル
に
攻
め
込
む
プ
レ
ー
を
理
想
に
、

コ
ー
ト
を
駆
け
る
！

全
日
本
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
に
本
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
3
年

連
続
3
回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
初
戦
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

来
期
は
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
実
力
に
加
え
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
精
鋭
が
全
道
か
ら
集
結
。
史
上

最
強
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
悲
願
の
イ
ン
カ
レ
初
勝
利
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
男
子
に
負
け
な
い
闘
志
を
燃
や
す
、
本
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
に
注
目
し
ま
し
た
。

　2011年3月11日に発生した未曽有の大災害、東日本大震災から４年を迎えました。いま
なお、23万人弱のもの方々が避難生活を余議なくされており、とりわけ東北や関東などから、

概ね2,500人の方々が道内に避難され、復興は道半ばであることが報道されています。この3月21日、ニ
トリ文化ホールを会場に挙行された卒業証書・学位授与式では多くの卒業生が、この我が国を震撼させた直後
に入学し、被災地出身の学生も少なくありません。大学生活を顧みて感慨深い一日となったことでしょう。
　今次の号に掲載の卒業生の深野さん、川口さんは、大学生活が「人生最後のモラトリアム」と言われますが、
本学における学生生活は全くの真逆ともいうべき社会で活躍できる人材になるための修業期間のような生きざ
まを自身で展開していることが伝わりました。また、「卒業生の声」富山氏も、札幌大学の自由闊達な校風に魅
かれ入学、この５月には38歳の若さで東証１部上場企業の次期社長に決定しており、取材を通して社会にで
る新人も迎える先輩も期待と不安に胸を膨らませていることが窺えます。
　後援会は、これまで以上にきめ細やかな支援策を行うことを使命として、皆さまからのメッセージを大切に
様々な取組みを続けていく予定です。新年度におきましても、後援会事業、学生の活躍に注目いただき、忌憚
のないご意見をお待ちしております。

実
績
に
対
し
、修
了
証
を
授
与
す
る
と
い
う
制
度
。

　
「
自
然
体
験
と
し
て
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
造
り
に

参
加
し
ま
し
た
。
冬
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
兼
ね

て
良
い
経
験
な
り
ま
し
た
」
と
氏
家
監
督
は
言
い

ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
は
合
宿
と
い
う
名
目
で
浦
河

町
に
遠
征
。
現
地
で
は
交
通
安
全
啓
蒙
活
動
に

も
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
学
生
と
し
て
、
ま
た
、一

人
の
人
間
と
し
て
も
成
長
を
続
け
る
札
大
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
。

　

今
年
度
か
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
中
村
さ
ん

は
、「
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
強
い
チ
ー

ム
を
つ
く
っ
て
次
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
も

全
道
か
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新
入
生
が
加
わ
り
、
す

で
に
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
女

子
サ
ッ
カ
ー
部
の
今
後
の
活
躍
か
ら
、
当
分
目
が

離
せ
ま
せ
ん
。

経営学部経営学科3年生　

三澤　絢子さん

女子サッカー部監督（学生支援オフィス）

氏家　新司さん

平成26年度　課外活動への補助一覧

弓道部

剣道部　

硬式庭球部

ゴルフ部

サッカー部

女子サッカー部

女子羽球部

女子バスケットボール部

女子バレーボール部

柔道部

　

　

準硬式野球部

スケート部

　

ソフトテニス部

卓球部

男子バスケットボール部

男子バレーボール部

チアリーディング部

ラグビー部

陸上競技部

札幌大学キャンパス応援隊

札幌大学吹奏楽団

よさこいソーラン研究会Lafete

民俗音楽研究部

ジャズ研究会

写真部

料理同好会

 

補助金支出合計

8/11～8/15

7/4～7/7

11/14～11/17

11/7～11/10

8/18～8/20

8/25～8/28

8/7～8/9

12/10～12/12

1/6～1/8

10/24～10/26

11/22～11/25

6/19～6/21

6/27～6/29

9/12～9/14

9/26～9/28

10/18～10/21

10/24～10/26

11/7～11/9

11/13～11/16

9/10～9/14

10/18～10/20

10/31～11/2

12/25～12/28

1/4～1/7

1/6～1/9

8/7～8/12

10/23～10/26

11/23～11/26

6/18～6/21

10/17～10/19

12/1～12/3

12/12～12/14

1/1～1/3

9/3～9/7

9/7～9/12

10/17～10/19

150,000

84,000

120,000

63,000

18,000

24,000

207,000

270,000

90,000

36,000

228,000

171,000

117,000

27,000

72,000

12,000

135,000

9,000

48,000

255,000

9,000

9,000

12,000

216,000

12,000

90,000

48,000

228,000

228,000

99,000

180,000

90,000

270,000

240,000

108,000

270,000

4,245,000

　

 

50,000

50,000

50,000

50,000

30,000

230,000

4,475,000

第62回全日本学生弓道選手権大会

第62回全日本学生剣道選手権大会

第48回全日本女子学生剣道選手権大会

第62回全日本学生剣道優勝大会

第33回全日本女子学生剣道優勝大会

平成26年度全日本学生テニス選手権大会

第68回日本学生ゴルフ選手権競技

第38回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント

第63回全日本大学サッカー選手権大会

第23回全日本大学女子サッカー選手権大会

第65回全日本学生バドミントン選手権大会

第66回全日本大学バスケットボール選手権大会

第33回東日本バレーボール大学選手権大会

第63回全日本学生柔道優勝大会

平成26年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会

平成26年度全日本学生柔道体重別選手権大会

第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体）

平成26年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会

平成26年度講道館杯全日本柔道体重別選手権大会

第32回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会

第15回大学アイスホッケー交流戦苫小牧大会

第8回東日本学生フィギュアスケート選手権大会

第40回東日本フィギュアスケート選手権大会

第83回全日本フィギュアスケート選手権大会

第87回日本学生氷上競技選手権大会

第87回日本学生氷上競技選手権大会（フィギュア部門）

第69回三笠宮賜杯全日本学生ソフトテニス選手権大会

第56回全日本学生ソフトテニスシングルス選手権大会

第81回全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）

第66回全日本大学バスケットボール選手権大会

第33回東日本バレーボール大学選手権大会

第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体）

第67回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会

第26回全日本学生チアリーディング選手権大会

第65回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会

天皇賜盃第83回日本学生陸上競技対校選手権大会

宮城県石巻市網地島住民の防災意識調査のボランティア

第62回全日本吹奏楽コンクール

小　計

　

 

YOSAKOIソーラン祭り

定期演奏会

定期演奏会

写真展

フェスタつきさっぷ

小　　計

交付団体名 大　会　名 補助対象期間 支出金額

交付団体名 文化系サークル補助金 補助対象期間 支出金額

平成27年2月現在

入学式

春学期ガイダンス・オリエンテーション

（～4/4）

春学期授業（～7/25）

開学記念日

文連祭･体育大会（～6/14）

春学期補講日

春学期定期試験（～8/1）

夏期休業（～9/16） 　

春学期追再試験（～8/20）

　

春学期卒業発表 　

秋学期集中講義（～9/12）　

秋学期ガイダンス・オリエンテーション

（～9/18）

秋学期授業（～1/25）

春学期卒業証書・学位記授与式

大学祭（～10/12） 　

課外活動・アクションプログラム

特別推薦入学試験

　 　 　 　

推薦・特別入学試験

自己推薦特別入学試験A日程 　 　

課外活動推薦特別入学試験A日程

（～11/22）

自己推薦特別入学試験B日程,課外活動

推薦特別入学試験B日程

冬期休業（～1/3）　

　 　 　 　

大学入試センター試験（～1/17）

秋学期補講日（1/26・27）

秋学期定期試験（～2/3）

一般入学試験（A日程）　

秋学期追再試験（～2/19）

秋学期卒業発表 　

一般入学試験（B日程）

自己推薦特別入学試験C日程,課外活動

推薦特別入学試験C日程

秋学期卒業証書・学位記授与式

1日(水)

1日(水)

6日(月)

6日(水)

12日(金)

23日(木)

27日(月)

2日(日)

18日(火)

1日(火)

7日(月)

17日(木)

19日(土)

9日(金)

24日(土)

21日(土)

 

 

12日(土)

23日(水)

16日(土)

21日（木）

28日(木)

5日(金)

17日(水)

1日(火)

6日(日)

11日(金)

21日(月)

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

キ ャ ン パ ス カ レ ン ダ ー
2015.4～2016.3

開催地

札　幌

北　見

旭　川

釧　路

帯　広

札　幌

青　森

函　館

苫小牧

   開催月日

 6／  6（土）

 9／  5（土）

 9／  6（日）

 9／12（土）

 9／13（日）

 9／20（日）

 9／26（土）

 9／27（日）

10／ 3（土）

　　　　　　　　実施会場

札幌大学

北見ピアソンホテル (予定 )

ロワジールホテル旭川 (予定 )

釧路東急イン (予定 )

帯広東急イン (予定 )

札幌大学

ホテル JAL シティ青森 (予定 )

函館国際ホテル (予定 )

グランドホテルニュー王子 (予定 )

平成27年度 札幌大学保護者懇談会

昨年の保護者懇談会の様子

　保護者懇談会は、学生の就職状況、修学状況、学生生活等についてご説明することにより、

大学へのご理解を深めていただくことを目的に、札幌会場をはじめ、道内７会場及び青森に

おいて開催いたします。

　実施会場等が決まりましたら、改めて開催案内をお送りいたしますので、大学における様々

な施策・活動へのご理解をいただくため、是非ともご出席くださいますようよろしくお願い

いたします。

C　O　N　T　E　N　T　S
　

私
の
息
子
は
平
成
3
年
に
本
学
経
営
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
が
明
る
く
通
学
し
や
す
い
と
い
う
の
が
本
学
を
選
ん
だ

理
由
で
す
。

　

経
営
学
専
攻
に
対
す
る
目
的
意
識
も
さ
ほ
ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
真
面
目
に
通
学
し
学
習
す
る
こ
と
で
、
当
時
就
職
状
況

が
超
氷
河
期
で
あ
っ
た
な
か
、
卒
業
す
る
3
月
20
日
の
2
週
間
前

に
漸
く
就
職
が
決
ま
り
、
息
子
が
内
定
も
ら
っ
た
と
知
ら
せ
て
き
た

時
の
笑
顔
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
親
子
共
々
、
本
学
に
学
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
っ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

息
子
の
入
学
年
度
か
ら
、
大
学
の
説
明
会
に
は
何
と
し
て
も
出

て
説
明
を
聞
き
た
い
と
思
い
参
加
し
た
の
が
最
初
で
あ
り
、
以
来
12

年
間
、
後
援
会
の
役
員
と
し
て
大
学
を
見
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

学
生
数
が
年
々
減
少
し
大
学
改
革
が
そ
の
頃
よ
り
叫
ば
れ
、
漸
く

こ
こ
、
二
、三
年
変
化
を
感
じ
て
多
く
の
大
学
で
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

受
験
生
の
意
識
や
時
代
背
景
が
変
わ
っ
た
以
上
、
そ
の
変
化
に
対

応
で
き
な
い
教
育
機
関
は
学
生
の
選
択
の
外
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

後
援
会
の
支
援
事
業
で
も
時
々
時
代
遅
れ
な
事
に
気
が
つ
か
な
い

事
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
過
去
に
電
子
辞
書
の
時
代
に
留
学
生
の

支
援
に
分
厚
い
日
本
の
国
語
辞
書
を
贈
っ
て
い
た
事
な
ど
も
実
態
に

合
わ
な
か
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

後
援
会
の
資
金
は
皆
様
方
の
貴
重
な
会
費
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
大
学
と
し
っ
か
り
打
合
せ
し
学

生
の
皆
さ
ん
に
繋
が
る
活
動
を
使
命
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、今
日
こ
の
後
援
会
活
動
に
も
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
こ
の
後
援
会
を
担
う
役
員
の
不
足
で
す
。
と
り
わ
け
現
役

学
生
の
ご
父
母
の
皆
様
に
は
是
非
、
ご
参
加
頂
け
る
様
こ
の
紙
面
か

ら
も
お
願
い
し
ま
す
。
大
学
に
行
っ
て
ま
で
後
援
会
で
も
な
か
ろ
う

と
お
思
い
で
し
た
ら
考
え
直
し
て
下
さ
い
。
今
日
の
学
生
は
私
達
の

学
生
時
代
と
困
難
さ
が
違
い
ま
す
。就
職
方
法
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
、
大
学
が
抱
え
る
学
生
へ
の
生
活
指
導
の
あ
り
方
等
、

ご
父
母
の
力
が
必
要
な
の
で
す
。
本
学
に
限
ら
ず
、
多
く
の
大
学
で

既
に
優
れ
た
後
援
会
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
卒
業

生
含
め
札
大
関
係
者
に
と
っ
て
後
輩
の
活
躍
は
す
ば
ら
し
い
誇
り
な

の
で
す
。
是
非
と
も
学
生
と
大
学
の
架
け
橋
と
な
り
将
来
を
担
う

学
生
の
支
援
を
す
る
た
め
、
お
知
恵
と
お
時
間
を
お
貸
し
下
さ
い
。

札
大
後
援
会
事
務
局
迄
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

札幌大学女子サッカー部

後援会から……………………………1面

札幌大学会社説明会

就活学生・内定者インタビュー……2面

海外留学体験者レポート

モスクワ大学留学

卒業生インタビュー………………3面

平成26年度課外活動への補助一覧

キャンパスカレンダー

保護者懇談会スケジュール

編集後記……………………………4面

後
援
会
か
ら

札
幌
大
学
「
後
援
会
」
活
動
を
振
り
返
る

札
幌
大
学
後
援
会
副
会
長　

事
業
委
員
会　

日
浦　

和
長

・インターンシップやアドバイザー制度などわかりやすく説明していただき、親・保護者も勉強に
なりました。

・就職の活動やプロセスなど、もっと知りたい。

北

　見

・就職するにあたっての準備や内定をもらうための部分についての説明がわかりやすくて良かった
です。

・長井みさきさん（就職活動報告）のお話がとてもためになるお話で、とても良かったです。

旭

　川

・パワーポイントでお話していただいた部分をプリントアウトしていただけるとありがたいです。
・ふだん本人から聞くことのない事。今後のことなど、聞けてとても良かったです。
・札幌での大学生活がとても不安でしたが、お話を聞いて安心しました。

釧

　路

 ・娘について大学でのお話を伺えてよかったです。日頃娘から先生のお話を聞いております。これ
からもよろしくお願いします。

・成績の様子が分かり大変良かったです。

帯

　広

・大学側の皆様が限られた時間内で、１つでも多くの情報を伝えようとする想いが、私たちにも伝
わる内容でした。又、私たちが分からない点や不安な点が生じた場合にいつでも大学の方へ連絡
できるという安心感も持てました。

青

　森

・学習支援センターのことやアルバイトをするなら家庭教師が良い。公務員を考えているなら対策
室へと具体的な説明が聞けてよかったです。そしてキャリアサポートセンターは自ら足を運ばな
ければ自主的な力も学びもないと感じました。

函

　館

・学校での内容がよく分かり、これから迎える就職活動の参考になりました。本人との意見を確認
しつつ、サポートしたいと思います。

・先生方のお話が聞けて本当によかったです。ありがとうございました。

苫
小
牧

保護者懇談会地方会場でいただいたアンケート結果（抜粋して紹介しています）

編集後記
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学
生
、
社
会
人
と
し
て
積
ん
だ
経
験

を
活
か
し
、
業
務
改
革
に
着
手
！

　

札
大
に
対
し
て
自
由
闊
達
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱

い
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
で
学
び
、
交
流
を

広
げ
た
い
と
思
っ
た
の
が
入
学
動
機
で
す
。
実

際
に
入
学
し
て
み
る
と
、
当
初
の
イ
メ
ー
ジ
通

り
の
大
学
で
し
た
ね
。
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
自
由
に
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
会
計
学

の
ゼ
ミ
で
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
り
、
さ
ら

に
視
野
を
広
げ
よ
う
と
、海
外
留
学
に
も
挑
戦
。

カ
ナ
ダ
に
あ
る
姉
妹
協
定
校
の
セ
ン
ト
メ
ア

リ
ー
ズ
大
学
に
通
い
な
が
ら
、
国
際
感
覚
を
養

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出

が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
居
酒
屋
で
の
ア
ル

バ
イ
ト
経
験
が
私
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
職
場
に
お
け
る
人
間
関

係
、接
客
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、店
舗
経
営
の
実
情
な
ど
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
そ
の
経
験
は
社
会
人
に

な
っ
た
今
も
確
か
に
活
き
て
い
ま
す
。
私
は
人

見
知
り
を
し
な
い
、
社
交
的
な
性
格
な
の
で
、

就
職
は
机
に
向
か
っ
て
働
く
よ
り
、
外
に
出
て

人
と
接
す
る
営
業
職
を
志
望
し
て
い
ま
し
た
。

勤
務
地
の
希
望
は
道
外
。
地
元
を
離
れ
て
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
念
願
叶
っ
て
全
国
規
模
の
流
通
業
に
就
職

し
、
営
業
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
福
島
や
東

京
で
の
勤
務
を
通
し
て
セ
ー
ル
ス
の
経
験
を
積

み
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
す

が
、
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
た
時
、
愛

す
べ
き
地
元
に
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
父
の

経
営
す
る
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
ー
へ
の
入
社
に
至

り
ま
し
た
。
最
初
は
店
舗
に

立
っ
て
接
客
を
経
験
。
お
客

様
と
直
に
接
す
る
な
か
で
、
当
社
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
や
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
ど
こ
が
評
価

さ
れ
、
何
が
足
り
な
い
か
と
い
う
課
題
も
見
え

て
き
ま
し
た
。
商
品
部
の
バ
イ
ヤ
ー
と
な
っ
て

か
ら
は
、
消
費
者
と
メ
ー
カ
ー
、
双
方
の
視
点

で
小
売
業
を
俯
瞰
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
こ
の
時
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
、
経
営

幹
部
と
な
っ
て
、
早
速
業
務
改
革
や
新
た
な
組

織
づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

北
海
道
の
可
能
性
を
探
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
見
つ
け
よ
う
、
新
し
い
価
値
を
」

　

現
在
は
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
の
常

務
と
し
て
勤
務
す
る
一
方
、子
会
社
の
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
会
社
を
立
ち
上

げ
、
新
た
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
会
社

設
立
の
根
底
に
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
見
つ
け

よ
う
、
新
た
な
価
値
を
」。
こ
れ
は
北
海
道
の

潜
在
的
な
魅
力
を
発
掘
し
、
地
域
と
恊
働
し
て

活
性
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。
そ
の
為
に

参
加
型
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

「
E
Z
O 

C
L
U
B
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
中

核
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
「
E
Z
O
C
L
U
B
マ

ガ
ジ
ン
」
と
い
う
15
万
部
発
行
の
フ
リ
ー
マ
ガ

ジ
ン
と
「
E
Z
O
C
A
」
と
い
う
北
海
道
限
定

の
共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
で
す
。
カ
ー
ド
の
デ

ザ
イ
ン
に
は
北
海
道
出
身
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

の
y
u
k
k
y
さ
ん
に
お
願
い
し
、
ま
た
、
サ
ッ

ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
全
店
舗
は
も
ち
ろ
ん
、

加
盟
各
店
に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト
の
加
算
と
還
元

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は

北
海
道
の
地
域
づ
く
り
や
福
祉
活
動
な
ど
へ
、

使
用
分
か
ら
の
寄
付
も
考
え
て
お
り
、
会
員
の

善
意
が
北
海
道
の
発
展
に
役
立
つ
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
当
社
は
、

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
を
運
営
す
る
株
式
会
社
北

海
道
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
業
務
提
携
。
協

取材時は常務として活躍されていましたが、5月14日、社長に就任されることになりました。

賛
金
の
提
供
や
「
コ
ン
サ
ド
ー
レ
E
Z
O
C
A
」

を
発
行
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
購
買
活
動
が
チ
ー

ム
へ
の
強
化
費
と
し
て
支
援
に
繋
が
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
両
社
が
共
同
し
て
新
た
な
サ

ポ
ー
タ
ー
層
の
獲
得
や
顧
客
満
足
度
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
子
育
て
マ

マ
の
共
助
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
を
展
開
す
る
株
式

会
社
A
s
M
a
m
a
と
当
社
が
恊
働
し
、
子
ど

も
の
送
迎
や
託
児
を
気
兼
ね
な
く
頼
り
合
え
る

「
子
育
て
シ
ェ
ア
」
を
道
内
へ
の
普
及
促
進
に
も

努
め
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
今
後
も
、

そ
の
社
名
の
示
す
通
り
、
人
と
人
、
人
と
地
域

を
繋
げ
、
新
た
な
市
場
を
開
拓
し
な
が
ら
、
可

能
性
の
発
掘
に
努
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
発
想
の
原
点
は
、
や
は
り
札
大

時
代
に
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
後
輩

の
皆
さ
ん
が
当
社
の
戦
力
と
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
理
想
の
人
材
は
自
由

闊
達
な
校
風
に
培
わ
れ
た
発
想
力
で
す
ね
。
私

自
身
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
や
り
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
積
極
的
に
ど
ん
ど
ん
発
言
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
待
ち
の
姿
勢
で
は
な
く
、
自

ら
積
極
的
に
動
き
求
め
る
こ
と
。
札
大
に
は
勉

強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
海
外
留
学
な
ど
、
学
生
が
や

り
た
い
こ
と
に
何
で
も
応
え
て
く
れ
る
土
壌
が

あ
り
ま
す
ね
。
自
ら
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く

こ
と
に
意
欲
的
な
人
と
、
一
緒
に
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

説
明
会
で
部
活
経
験
と

前
向
き
な
性
格
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
で
す
ね
。

　

業
種
、
職
種
は
こ
れ
か
ら
絞
り
込
ん
で
い

く
予
定
で
す
が
、
会
社
説
明
会
で
は
医
療
関

係
の
企
業
を
中
心
に
お
話
を
聞
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
1
年
生
の
時
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
医

療
関
係
の
方
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変

興
味
深
い
内
容
で
、
そ
れ
が
医
療
業
界
を
志

す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
会
社
説

明
会
が
就
活
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
が
、
実
は

私
、
昨
年
も
会
社
説
明
会
に
参
加
し
、
お
話

を
聞
く
機
会
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
人
事
担

当
者
の
方
も
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
今
回

は
も
っ
と
詳
し
い
お
話
が
で
き
そ
う
で
す
。
吹

奏
楽
部
で
培
っ
た
経
験
と
前
向
き
な
自
分
の

性
格
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

短大キャリアデザイン学科1年生　

長谷川　美香 さん

経営学部経営学科3年生　

外舘　美紗季 さん

景
気
回
復
に
向
け
、
明
る
い
兆
し
の
見
え
る
今
年
の
就
職
戦
線
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
を
背
景
に
、
札
幌
大
学
で
は
今
年
も
会
社
説
明
会
を
開
催
。
本
校
学
生
の
採
用
に
意
欲

的
な
企
業
1
3
0
社
以
上
が
参
加
し
、
2
号
館
の
各
教
室
を
舞
台
に
熱
い
説
明
会
を
展
開
し
ま
し
た
。

内
定
獲
得
に
向
け
奮
闘
す
る
学
生
の
声
と
と
も
に
、
説
明
会
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

就

職

活

動

報

告

兄
の
結
婚
式
で
見
た
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
・
ス
タ
ッ
フ
に
憧
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
兄
が
ハ
ワ
イ
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま

し
て
、
そ
の
時
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
ッ
フ

の
働
い
て
い
る
様
子
を
見
て
、
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。
特
に
新
郎
新
婦
に
寄
り
添
う
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
憧
れ
を
抱
き
、
私
も

将
来
、
あ
の
よ
う
に
働
け
た
ら
と
希
望
し
て
い

ま
す
。
会
社
説
明
会
で
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
関
係

の
企
業
の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
の
お
話
を
聞
い
て
情
報
収
集
を
し
た

い
で
す
ね
。
ホ
テ
ル
業
界
や
外
食
産
業
、
旅

行
関
係
な
ど
、
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
知
識
を
養
え
る
可
能
性

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
見
知
り
を
し
な
い
明

る
い
性
格
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
内
定
獲
得
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
／
2
0
1
5
年
3
月
3
日
、
4
日
、
5
日
、
9
日
、
10
日
、
11
日
、
13
日

●
時
間
／
1
3
:
0
0
〜
1
6
:
3
0 

　
●
場
所
／
札
幌
大
学
2
号
館
教
室

型
に
は
ま
ら
ず
視
野
を
広
げ
、

学
ぶ
意
欲
が
大
切
で
す
ね
。

　

高
校
卒
業
を
機
に
東
京
で
学
び
、
働
き
た
い

と
希
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
は
特
待
生
と

し
て
札
大
で
学
び
ま
し
た
の
で
、
就
職
に
つ
い

て
は
東
京
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

東
京
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
最

前
線
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
自
己
研
鑽
し
た
い
と

い
う
の
が
理
由
で
す
。

　

最
終
的
に
20
社
を
超
え
る
企
業
に
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
を
出
し
ま
し
た
。
内
容
は
テ
ン
プ

レ
ー
ト
に
当
て
は
め
る
よ
う
な
、
通
り
一
遍
の

書
き
方
だ
け
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

面
接
も
そ
う
で
す
が
、
や
は
り
自
分
と
い
う
人

間
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
活
動
の
一
環
と
い
う
気
持
ち
で
、

2
年
時
に
中
国
へ
の
留
学
を
経
験
し
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
養
う
た
め
に
、
現
地
で

短
大
の
2
年
間
で
、
自
分
ら
し

く
い
る
為
の
自
分
軸
を
作
る
。

　

在
学
中
は
、
学
生
F
D
委
員
会
「
札
大
お
こ

し
隊
！
」
と
い
う
委
員
会
で
委
員
長
を
務
め
、

学
生
が
行
う
授
業
改
善
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
全
国
の
学
生
サ
ミ
ッ
ト
に
て
札
幌
大
学
の

学
生
の
取
り
組
み
や
大
学
の
授
業
の
状
況
に
つ

い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
に
取
り
組

み
、、
道
内
外
の
地
方
の
町
村
へ
出
向
き
、
地
域

お
こ
し
に
つ
い
て
そ
の
地
域
の
住
民
と
考
え
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
多
く
参
加
し
ま
し
た
。
生

ま
れ
も
育
ち
も
北
海
道
と
い
う
こ
と
か
ら
、
地

域
や
観
光
に
つ
い
て
の
興
味
関
心
が
も
と
も
と

高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、そ
の
関
心
を
も
と
に
、

よ
り
大
勢
の
人
々
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
、
な
お
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
人
と

の
距
離
が
近
い
旅
行
業
界
だ
と
感
じ
、
縁
あ
っ

て
大
手
旅
行
会
社
の
北
海
道
支
局
に
内
定
を
頂

き
、
春
か
ら
店
頭
カ
ウ
ン
タ
ー
で
接
客
業
務
に

就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
学
ん
だ
マ

ナ
ー
力
や
立
ち
振
る
舞
い
を
生
か
し
た
く
、「
ミ

ス
札
幌
大
学
」「
ミ
ス・ユ
ニ
バ
ー
ス・ジ
ャ
パ
ン
」、

「
ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
う
３
つ

の
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
、「
就
職
活
動
の
為
の

活
躍
す
る
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
話
を
聞
き

た
い
と
い
う
の
が
動
機
で
し
た
。
留
学
経
験
が

採
用
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
思
い
ま

せ
ん
が
、
視
野
を
広
げ
、
経
験
値
を
上
げ
る
こ

と
は
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

内
定
を
い
た
だ
い
た
企
業
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

に
よ
っ
て
全
国
各
地
に
派
遣
さ
れ
ま
す
が
、
会

社
自
体
は
東
京
・
大
阪
に
拠
点
を
置
い
て
い
る

の
で
、
希
望
通
り
に
働
け
る
の
は
嬉
し
い
で
す

ね
。

　

今
後
は
仕
事
を
通
じ
て
多
く
の
企
業
・
団
体

と
関
わ
る
な
か
か
ら
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
」
で
は
な
く
、
社
会
に
出
て
か
ら
の
「
一
人

の
女
性
」
と
し
て
の
自
分
を
意
識
し
て
毎
日
を

過
ご
す
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

　

短
大
の
２
年
間
で
私
が
１
番
力
を
入
れ
た
の

は
「
様
々
な
経
験
を
し
て
、
ど
ん
な
場
で
も
自

分
ら
し
く
い
る
為
の
自
分
軸
を
作
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

基
礎
力
や
基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
、
社

会
人
に
求
め
ら
れ
る
踏
ん
張
り
力
が
自
然
と
身

に
つ
く
と
思
い
ま
す
。
本
格
的
に
広
い
視
野
を

持
て
る
の
は
卒
業
後
だ
と
思
う
の
で
、
そ
こ
に

行
き
つ
く
学
生
時
代
の
う
ち
に
、
将
来
を
見
据

え
て
「
ま
ず
は
経
験
を
し
て
み
る
」
と
い
う
準

備
を
す
る
の
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
小
さ
な
ど
ん
な
仕
事
で
も
、
誰
か
の
役

に
立
た
な
い
も
の
な
ど
な
い
と
信
じ
、
今
の
環
境

と
周
囲
に
感
謝
し
な
が
ら
、
女
性
と
し
て
明
る

く
輝
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 株式会社船井総合研究所内定

経営学部経営学科4年生　

深野　嗣 さん

株式会社日本旅行北海道内定

短大キャリアデザイン学科２年生　

川口　ゆり さん

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
の
体
験
が
ロ
シ
ア
語

を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
。

　

私
は
昨
年
の
3
月
か
ら
12
月
の
10
ヶ
月
間
を

ロ
シ
ア
の
首
都
で
あ
る
モ
ス
ク
ワ
で
過
ご
し
ま
し

た
。
私
が
初
め
て
ロ
シ
ア
語
に
触
れ
た
の
が
高
校

2
年
生
の
時
、ビ
ザ
な
し
交
流
で
、国
後
島
へ
行
っ

た
時
の
こ
と
で
す
。
そ
の
当
時
の
私
に
は
ロ
シ
ア

語
の
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
ロ
シ
ア
の
文
化
や
習
慣
、

ロ
シ
ア
人
の
特
徴
な
ど
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
、

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
お
世
話
に
な
っ
た
家
族
の
方
々

と
も
上
手
く
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

出
来
ず
、
は
が
ゆ
い
気
持
ち
を
味
わ
い
、
言
葉
が

分
か
れ
ば
ど
れ
だ
け
良
か
っ
た
だ
ろ
う
…
と
思
い

ま
し
た
。
自
分
の
自
己
紹
介
を
す
る
こ
と
、
お
礼

の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
す
ら
、
た
め
ら
い
や
恥

ず
か
し
さ
、
知
識
の
な
さ
か
ら
な
か
な
か
表
現
す

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。
あ
れ
か
ら
3

年
の
月
日
を
経
て
、
私
は
モ
ス
ク
ワ
で
勉
強
し
、

現
地
で
買
い
物
を
し
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
意
志

を
伝
え
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の

時
の
自
分
か
ら
は
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
私
が
現
地
で
過
ご
し
た
10
ヶ
月
間
は
本

当
に
毎
日
が
新
鮮
で
す
ば
ら
し
い
時
間
で
し
た
。

最
初
の
半
年
間
は
自
分
自
身
と
の
闘
い

　

私
が
通
っ
て
い
た
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
教
育
機

関
で
あ
る
「
ツ
モ
」
で
は
、
世
界
各
国
か
ら
ロ

シ
ア
語
を
学
び
に
学
生
や
社
会
人
が
集
ま
り
、

一
緒
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
同
じ
ク
ラ
ス
の
仲

間
に
良
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
そ
し
て
親
切

に
指
導
し
て
下
さ
る
先
生
方
の
お
陰
で
、
常
に

や
る
気
を
保
ち
勉
学
に
励
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。「
ツ
モ
」
で
の
時
間
割
り
は
、
週
3
日

の
基
本
的
な
ロ
シ
ア
語
の
授
業
と
、
週
2
日
の

ゼ
ミ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ゼ
ミ
の
時
間
に
は
、

自
分
の
好
き
な
テ
ー
マ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、

例
え
ば
文
学
や
文
化
、
芸
術
、
歴
史
な
ど
が

あ
り
、
一
ク
ラ
ス
の
人
数
は
様
々
で
す
が
、
約

6
、
7
人
で
す
。
少
人
数
制
な
の
で
何
か
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
聞
け
る
よ
う

な
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

学
校
に
通
い
始
め
た
頃
、
ク
ラ
ス
の
中
で
積

極
的
に
質
問
し
、
発
言
す
る
人
を
私
は
た
だ
、

う
ら
や
ま
し
そ
う
に
見
て
、
黙
っ
て
い
る
ば
か

り
の
自
分
で
し
た
。も
ち
ろ
ん
自
分
の
語
学
力
、

知
っ
て
い
る
単
語
数
が
圧
倒
的
に
少
な
か
っ
た

と
い
う
の
も
理
由
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、も
っ

と
大
き
な
問
題
は
失
敗
や
間
違
い
を
恐
れ
て
、

何
も
喋
ら
ず
黙
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
私
は

怖
か
っ
た
の
で
す
。
何
か
間
違
っ
た
こ
と
を

言
っ
て
笑
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。
周
り

で
積
極
的
に
会
話
を
し
て
い
る
友
人
た
ち
は

確
か
に
、
た
く
さ
ん
文
法
の
間
違
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
を
口
に
出
す
こ
と
で
、

自
分
の
意
志
、意
見
を
示
し
、も
ち
ろ
ん
間
違
っ

て
い
れ
ば
先
生
が
訂
正
し
て
く
れ
ま
す
。
私
は

そ
の
自
分
の
間
違
い
を
見
直
し
、
正
し
い
言
い

方
を
覚
え
る
、
と
い
う
大
切
な
チ
ャ
ン
ス
を
自

ら
潰
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
自
分
で

も
意
識
す
る
よ
う
心
が
け
、
だ
ん
だ
ん
と
周

り
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う

し
て
い
る
う
ち
に
、
積
極
的
に
発
言
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
自
分
に
も
自
信
が
持
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
私
は
他
の
人
に
比
べ
る
と
、
慣
れ

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
正
直
、
最
初
の
半

年
間
く
ら
い
は
自
分
の
出
来
の
悪
さ
に
嫌
気

が
差
し
、つ
ら
い
日
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
毎
日
毎
日
、
自
分
自
身
と
の
闘
い
。

ロ
シ
ア
語
を
見
た
く
な
い
日
も
、
聞
き
た
く
な

い
日
も
、
一
歩
部
屋
か
ら
出
れ
ば
そ
こ
は
も
ち

ろ
ん
、
ロ
シ
ア
語
が
溢
れ
る
世
界
。
そ
う
い
っ

た
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
心
も
体
も
ロ
シ

ア
に
順
応
し
て
い
く
、
そ
ん
な
感
覚
を
味
わ
い

ま
し
た
。

留学で知った本当のロシア。……その人々 の温かさ。

未
来
に
向
け
て
第一歩
！

平
成
26
年
度
札
幌
大
学「
会
社
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

海
外
留
学
を
実
現
し
た
中
村
い
の
り
さ
ん
の
体
験
レ
ポ
ー
ト

体
験
し
て
み
て
分
か
る
本
当
の
ロ
シ
ア

の
人
と
文
化

　

勉
強
も
大
切
で
す
が
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
モ
ス
ク
ワ
郊
外
へ
の
小
旅
行
が
あ
っ
た
り
、

年
末
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
っ
た

り
と
、
楽
し
い
行
事
も
た
く
さ
ん
企
画
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

学
校
生
活
の
他
に
も
留
学
の
楽
し
み
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
授
業
終
わ
り
や
、
土
日

の
休
日
を
利
用
し
て
、
よ
く
モ
ス
ク
ワ
の
街
を

散
歩
し
ま
し
た
。
地
下
鉄
や
バ
ス
な
ど
市
内
交

通
も
発
達
し
て
い
る
の
で
、
自
由
に
好
き
な
と

こ
ろ
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
ロ
シ

ア
は
芸
術
の
国
で
あ
り
、
バ
レ
エ
や
オ
ペ
ラ
、

絵
画
鑑
賞
を
し
に
も
出
か
け
た
り
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
ロ
シ
ア
人
の
温
か
さ
に
触
れ
る
場

面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
人
は
笑
わ
な

い
、
怖
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
1
8
0

度
変
わ
り
ま
し
た
。
や
は
り
実
際
に
自
分
の

目
で
見
て
、
耳
で
聞
い
て
、
初
め
て
そ
の
国
に

つ
い
て
語
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

　

現
地
に
は
本
当
に
明
る
く
笑
顔
の
す
て
き

な
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
私
た
ち
日
本
人

か
ら
す
る
と
、
い
つ
も
笑
顔
で
ニ
コ
ニ
コ
し
て

い
た
方
が
、
相
手
に
不
快
な
気
持
ち
を
与
え

な
い
為
に
も
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
で

す
が
、ロ
シ
ア
で
は
違
う
の
で
す
。
意
味
な
く
、

理
由
な
く
笑
う
の
は
逆
に
お
か
し
な
こ
と
で
、

も
ち
ろ
ん
嬉
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
と
び
っ
き

り
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

ま
た
私
が
感
心
し
た
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、

交
通
機
関
の
中
で
、
若
者
が
必
ず
お
年
寄
り

に
席
を
譲
っ
て
い
た
の
で
す
。
私
は
何
度
も
そ

う
い
っ
た
場
面
に
会
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

こ
ん
な
に
も
徹
底
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
文
化
や

考
え
方
の
違
い
を
実
際
に
現
地
で
の
生
活
の
中

で
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
ロ
シ
ア
で
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
、よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
、

こ
の
経
験
が
こ
れ
か
ら
の
私
の
励
み
と
な
り
、

助
け
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

就職活動の変化について
学生支援オフィス主幹　小野 寛一さん

　就職活動のスケジュールが2016年春の卒業予定者から大き
く変わることになりました。これは就活の早期化・長期化によ
る学業への悪影響などを理由に、経団連が加盟企業向けに示し
たガイドラインで、「会社説明会の解禁時期を３年生の３月、面
接などの選考活動を４年生の８月」としており、現行より説明
会は３カ月、選考活動は４カ月遅らせるというものです。
　就活が「後ろ倒し」になったことで、札幌市内でも３月１日以
降、リクナビやマイナビなどが主催する合同会社説明会が連日
のように開催され、また各大学でも３月に学内合同会社説明会
が開催されています。
　一方、実際に「選考は８月から開始されるのか」というと、
だいぶ状況が変化してきました。経団連に加盟する首都圏の大
企業は「８月からを順守」と明言していますが、外資系企業や
経団連に加盟していない企業は例年どおり３月以降に順次選考
活動を始める模様です。３月に本学で開催した合同会社説明会
にご参加いただいた各企業・団体様のアンケートでも、９割ほ
どが「３月から６月に選考を行う」と回答しています。
　このような状況になりそうなことは昨年秋頃から言われてき
ましたので、私ども就職スタッフも３年生向け就職講座などで
は「就活時期の後ろ倒し」の説明と合わせて、「実際の企業側
の動き」も学生の皆さんに説明し、出遅れることのないように
努めてきました。
　早い企業ですと、すでに３月下旬までにエントリーを済ませ
るようホームページに掲載しています。早くから豊富な活動量
で採用担当者様と接することが内定獲得への近道となりますの
で、就職スタッフ一同、これからも就活学生の皆さんの背中を、
強く押し続けていきたいと思います。

外国語学部ロシア語学科3年生　

中村　いのり さん

自
分
の
目
で
見
て
、
耳
で
聞
い
て
、
は
じ

め
て
語
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
ら
の
可
能
性
と
地
域
の
未
来
を
築
く
。

私
の
発
想
の
原
点
は
、
自
由
闊
達
な
校
風
に

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

富山　浩樹さん　
1998年3月　経営学部経営学科卒
株式会社サッポロドラッグストアー　
常務取締役／営業本部長
株式会社リージョナルマーケティング　代表取締役

聖ワシーリー寺院（赤の広場）

札幌大学後援会だより 第44号（2）2015年3月31日札幌大学後援会だより（3）第44号 2015年3月31日



学
生
、
社
会
人
と
し
て
積
ん
だ
経
験

を
活
か
し
、
業
務
改
革
に
着
手
！

　

札
大
に
対
し
て
自
由
闊
達
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱

い
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
こ
で
学
び
、
交
流
を

広
げ
た
い
と
思
っ
た
の
が
入
学
動
機
で
す
。
実

際
に
入
学
し
て
み
る
と
、
当
初
の
イ
メ
ー
ジ
通

り
の
大
学
で
し
た
ね
。
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
自
由
に
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
会
計
学

の
ゼ
ミ
で
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
り
、
さ
ら

に
視
野
を
広
げ
よ
う
と
、海
外
留
学
に
も
挑
戦
。

カ
ナ
ダ
に
あ
る
姉
妹
協
定
校
の
セ
ン
ト
メ
ア

リ
ー
ズ
大
学
に
通
い
な
が
ら
、
国
際
感
覚
を
養

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出

が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
居
酒
屋
で
の
ア
ル

バ
イ
ト
経
験
が
私
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
職
場
に
お
け
る
人
間
関

係
、接
客
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、店
舗
経
営
の
実
情
な
ど
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
そ
の
経
験
は
社
会
人
に

な
っ
た
今
も
確
か
に
活
き
て
い
ま
す
。
私
は
人

見
知
り
を
し
な
い
、
社
交
的
な
性
格
な
の
で
、

就
職
は
机
に
向
か
っ
て
働
く
よ
り
、
外
に
出
て

人
と
接
す
る
営
業
職
を
志
望
し
て
い
ま
し
た
。

勤
務
地
の
希
望
は
道
外
。
地
元
を
離
れ
て
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
念
願
叶
っ
て
全
国
規
模
の
流
通
業
に
就
職

し
、
営
業
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
福
島
や
東

京
で
の
勤
務
を
通
し
て
セ
ー
ル
ス
の
経
験
を
積

み
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
す

が
、
自
身
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
た
時
、
愛

す
べ
き
地
元
に
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
が
強
く

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
父
の

経
営
す
る
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
ー
へ
の
入
社
に
至

り
ま
し
た
。
最
初
は
店
舗
に

立
っ
て
接
客
を
経
験
。
お
客

様
と
直
に
接
す
る
な
か
で
、
当
社
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
や
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
ど
こ
が
評
価

さ
れ
、
何
が
足
り
な
い
か
と
い
う
課
題
も
見
え

て
き
ま
し
た
。
商
品
部
の
バ
イ
ヤ
ー
と
な
っ
て

か
ら
は
、
消
費
者
と
メ
ー
カ
ー
、
双
方
の
視
点

で
小
売
業
を
俯
瞰
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
こ
の
時
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
、
経
営

幹
部
と
な
っ
て
、
早
速
業
務
改
革
や
新
た
な
組

織
づ
く
り
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

北
海
道
の
可
能
性
を
探
る

キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
見
つ
け
よ
う
、
新
し
い
価
値
を
」

　

現
在
は
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
の
常

務
と
し
て
勤
務
す
る
一
方
、子
会
社
の
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
会
社
を
立
ち
上

げ
、
新
た
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
会
社

設
立
の
根
底
に
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
見
つ
け

よ
う
、
新
た
な
価
値
を
」。
こ
れ
は
北
海
道
の

潜
在
的
な
魅
力
を
発
掘
し
、
地
域
と
恊
働
し
て

活
性
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。
そ
の
為
に

参
加
型
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

「
E
Z
O 

C
L
U
B
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
中

核
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
「
E
Z
O
C
L
U
B
マ

ガ
ジ
ン
」
と
い
う
15
万
部
発
行
の
フ
リ
ー
マ
ガ

ジ
ン
と
「
E
Z
O
C
A
」
と
い
う
北
海
道
限
定

の
共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
で
す
。
カ
ー
ド
の
デ

ザ
イ
ン
に
は
北
海
道
出
身
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

の
y
u
k
k
y
さ
ん
に
お
願
い
し
、
ま
た
、
サ
ッ

ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
全
店
舗
は
も
ち
ろ
ん
、

加
盟
各
店
に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト
の
加
算
と
還
元

サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は

北
海
道
の
地
域
づ
く
り
や
福
祉
活
動
な
ど
へ
、

使
用
分
か
ら
の
寄
付
も
考
え
て
お
り
、
会
員
の

善
意
が
北
海
道
の
発
展
に
役
立
つ
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
当
社
は
、

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
を
運
営
す
る
株
式
会
社
北

海
道
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
業
務
提
携
。
協

取材時は常務として活躍されていましたが、5月14日、社長に就任されることになりました。

賛
金
の
提
供
や
「
コ
ン
サ
ド
ー
レ
E
Z
O
C
A
」

を
発
行
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
購
買
活
動
が
チ
ー

ム
へ
の
強
化
費
と
し
て
支
援
に
繋
が
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
両
社
が
共
同
し
て
新
た
な
サ

ポ
ー
タ
ー
層
の
獲
得
や
顧
客
満
足
度
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
子
育
て
マ

マ
の
共
助
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
を
展
開
す
る
株
式

会
社
A
s
M
a
m
a
と
当
社
が
恊
働
し
、
子
ど

も
の
送
迎
や
託
児
を
気
兼
ね
な
く
頼
り
合
え
る

「
子
育
て
シ
ェ
ア
」
を
道
内
へ
の
普
及
促
進
に
も

努
め
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
今
後
も
、

そ
の
社
名
の
示
す
通
り
、
人
と
人
、
人
と
地
域

を
繋
げ
、
新
た
な
市
場
を
開
拓
し
な
が
ら
、
可

能
性
の
発
掘
に
努
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
発
想
の
原
点
は
、
や
は
り
札
大

時
代
に
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
後
輩

の
皆
さ
ん
が
当
社
の
戦
力
と
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
理
想
の
人
材
は
自
由

闊
達
な
校
風
に
培
わ
れ
た
発
想
力
で
す
ね
。
私

自
身
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
や
り
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
積
極
的
に
ど
ん
ど
ん
発
言
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
待
ち
の
姿
勢
で
は
な
く
、
自

ら
積
極
的
に
動
き
求
め
る
こ
と
。
札
大
に
は
勉

強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
海
外
留
学
な
ど
、
学
生
が
や

り
た
い
こ
と
に
何
で
も
応
え
て
く
れ
る
土
壌
が

あ
り
ま
す
ね
。
自
ら
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く

こ
と
に
意
欲
的
な
人
と
、
一
緒
に
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

直
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

説
明
会
で
部
活
経
験
と

前
向
き
な
性
格
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
で
す
ね
。

　

業
種
、
職
種
は
こ
れ
か
ら
絞
り
込
ん
で
い

く
予
定
で
す
が
、
会
社
説
明
会
で
は
医
療
関

係
の
企
業
を
中
心
に
お
話
を
聞
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
1
年
生
の
時
に
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
医

療
関
係
の
方
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
大
変

興
味
深
い
内
容
で
、
そ
れ
が
医
療
業
界
を
志

す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
会
社
説

明
会
が
就
活
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
が
、
実
は

私
、
昨
年
も
会
社
説
明
会
に
参
加
し
、
お
話

を
聞
く
機
会
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
人
事
担

当
者
の
方
も
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ
て
、
今
回

は
も
っ
と
詳
し
い
お
話
が
で
き
そ
う
で
す
。
吹

奏
楽
部
で
培
っ
た
経
験
と
前
向
き
な
自
分
の

性
格
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

短大キャリアデザイン学科1年生　

長谷川　美香 さん

経営学部経営学科3年生　

外舘　美紗季 さん

景
気
回
復
に
向
け
、
明
る
い
兆
し
の
見
え
る
今
年
の
就
職
戦
線
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
を
背
景
に
、
札
幌
大
学
で
は
今
年
も
会
社
説
明
会
を
開
催
。
本
校
学
生
の
採
用
に
意
欲

的
な
企
業
1
3
0
社
以
上
が
参
加
し
、
2
号
館
の
各
教
室
を
舞
台
に
熱
い
説
明
会
を
展
開
し
ま
し
た
。

内
定
獲
得
に
向
け
奮
闘
す
る
学
生
の
声
と
と
も
に
、
説
明
会
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

就

職

活

動

報

告

兄
の
結
婚
式
で
見
た
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
・
ス
タ
ッ
フ
に
憧
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
兄
が
ハ
ワ
イ
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま

し
て
、
そ
の
時
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
・
ス
タ
ッ
フ

の
働
い
て
い
る
様
子
を
見
て
、
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。
特
に
新
郎
新
婦
に
寄
り
添
う
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
憧
れ
を
抱
き
、
私
も

将
来
、
あ
の
よ
う
に
働
け
た
ら
と
希
望
し
て
い

ま
す
。
会
社
説
明
会
で
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
関
係

の
企
業
の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
の
お
話
を
聞
い
て
情
報
収
集
を
し
た

い
で
す
ね
。
ホ
テ
ル
業
界
や
外
食
産
業
、
旅

行
関
係
な
ど
、
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
知
識
を
養
え
る
可
能
性

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
見
知
り
を
し
な
い
明

る
い
性
格
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
内
定
獲
得
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
／
2
0
1
5
年
3
月
3
日
、
4
日
、
5
日
、
9
日
、
10
日
、
11
日
、
13
日

●
時
間
／
1
3
:
0
0
〜
1
6
:
3
0 

　
●
場
所
／
札
幌
大
学
2
号
館
教
室

型
に
は
ま
ら
ず
視
野
を
広
げ
、

学
ぶ
意
欲
が
大
切
で
す
ね
。

　

高
校
卒
業
を
機
に
東
京
で
学
び
、
働
き
た
い

と
希
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
は
特
待
生
と

し
て
札
大
で
学
び
ま
し
た
の
で
、
就
職
に
つ
い

て
は
東
京
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

東
京
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
最

前
線
で
す
か
ら
、
そ
こ
で
自
己
研
鑽
し
た
い
と

い
う
の
が
理
由
で
す
。

　

最
終
的
に
20
社
を
超
え
る
企
業
に
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
を
出
し
ま
し
た
。
内
容
は
テ
ン
プ

レ
ー
ト
に
当
て
は
め
る
よ
う
な
、
通
り
一
遍
の

書
き
方
だ
け
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

面
接
も
そ
う
で
す
が
、
や
は
り
自
分
と
い
う
人

間
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
活
動
の
一
環
と
い
う
気
持
ち
で
、

2
年
時
に
中
国
へ
の
留
学
を
経
験
し
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
養
う
た
め
に
、
現
地
で

短
大
の
2
年
間
で
、
自
分
ら
し

く
い
る
為
の
自
分
軸
を
作
る
。

　

在
学
中
は
、
学
生
F
D
委
員
会
「
札
大
お
こ

し
隊
！
」
と
い
う
委
員
会
で
委
員
長
を
務
め
、

学
生
が
行
う
授
業
改
善
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
全
国
の
学
生
サ
ミ
ッ
ト
に
て
札
幌
大
学
の

学
生
の
取
り
組
み
や
大
学
の
授
業
の
状
況
に
つ

い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
プ
レ
ゼ
ン
に
取
り
組

み
、、
道
内
外
の
地
方
の
町
村
へ
出
向
き
、
地
域

お
こ
し
に
つ
い
て
そ
の
地
域
の
住
民
と
考
え
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
多
く
参
加
し
ま
し
た
。
生

ま
れ
も
育
ち
も
北
海
道
と
い
う
こ
と
か
ら
、
地

域
や
観
光
に
つ
い
て
の
興
味
関
心
が
も
と
も
と

高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、そ
の
関
心
を
も
と
に
、

よ
り
大
勢
の
人
々
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
、
な
お
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
の
は
人
と

の
距
離
が
近
い
旅
行
業
界
だ
と
感
じ
、
縁
あ
っ

て
大
手
旅
行
会
社
の
北
海
道
支
局
に
内
定
を
頂

き
、
春
か
ら
店
頭
カ
ウ
ン
タ
ー
で
接
客
業
務
に

就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
学
ん
だ
マ

ナ
ー
力
や
立
ち
振
る
舞
い
を
生
か
し
た
く
、「
ミ

ス
札
幌
大
学
」「
ミ
ス・ユ
ニ
バ
ー
ス・ジ
ャ
パ
ン
」、

「
ミ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
い
う
３
つ

の
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
、「
就
職
活
動
の
為
の

活
躍
す
る
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
話
を
聞
き

た
い
と
い
う
の
が
動
機
で
し
た
。
留
学
経
験
が

採
用
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
思
い
ま

せ
ん
が
、
視
野
を
広
げ
、
経
験
値
を
上
げ
る
こ

と
は
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

内
定
を
い
た
だ
い
た
企
業
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

に
よ
っ
て
全
国
各
地
に
派
遣
さ
れ
ま
す
が
、
会

社
自
体
は
東
京
・
大
阪
に
拠
点
を
置
い
て
い
る

の
で
、
希
望
通
り
に
働
け
る
の
は
嬉
し
い
で
す

ね
。

　

今
後
は
仕
事
を
通
じ
て
多
く
の
企
業
・
団
体

と
関
わ
る
な
か
か
ら
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
」
で
は
な
く
、
社
会
に
出
て
か
ら
の
「
一
人

の
女
性
」
と
し
て
の
自
分
を
意
識
し
て
毎
日
を

過
ご
す
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
し
た
。

　

短
大
の
２
年
間
で
私
が
１
番
力
を
入
れ
た
の

は
「
様
々
な
経
験
を
し
て
、
ど
ん
な
場
で
も
自

分
ら
し
く
い
る
為
の
自
分
軸
を
作
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

基
礎
力
や
基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
、
社

会
人
に
求
め
ら
れ
る
踏
ん
張
り
力
が
自
然
と
身

に
つ
く
と
思
い
ま
す
。
本
格
的
に
広
い
視
野
を

持
て
る
の
は
卒
業
後
だ
と
思
う
の
で
、
そ
こ
に

行
き
つ
く
学
生
時
代
の
う
ち
に
、
将
来
を
見
据

え
て
「
ま
ず
は
経
験
を
し
て
み
る
」
と
い
う
準

備
を
す
る
の
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
小
さ
な
ど
ん
な
仕
事
で
も
、
誰
か
の
役

に
立
た
な
い
も
の
な
ど
な
い
と
信
じ
、
今
の
環
境

と
周
囲
に
感
謝
し
な
が
ら
、
女
性
と
し
て
明
る

く
輝
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 株式会社船井総合研究所内定

経営学部経営学科4年生　

深野　嗣 さん

株式会社日本旅行北海道内定

短大キャリアデザイン学科２年生　

川口　ゆり さん

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
の
体
験
が
ロ
シ
ア
語

を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
。

　

私
は
昨
年
の
3
月
か
ら
12
月
の
10
ヶ
月
間
を

ロ
シ
ア
の
首
都
で
あ
る
モ
ス
ク
ワ
で
過
ご
し
ま
し

た
。
私
が
初
め
て
ロ
シ
ア
語
に
触
れ
た
の
が
高
校

2
年
生
の
時
、ビ
ザ
な
し
交
流
で
、国
後
島
へ
行
っ

た
時
の
こ
と
で
す
。
そ
の
当
時
の
私
に
は
ロ
シ
ア

語
の
知
識
は
も
ち
ろ
ん
、
ロ
シ
ア
の
文
化
や
習
慣
、

ロ
シ
ア
人
の
特
徴
な
ど
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
、

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
お
世
話
に
な
っ
た
家
族
の
方
々

と
も
上
手
く
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が

出
来
ず
、
は
が
ゆ
い
気
持
ち
を
味
わ
い
、
言
葉
が

分
か
れ
ば
ど
れ
だ
け
良
か
っ
た
だ
ろ
う
…
と
思
い

ま
し
た
。
自
分
の
自
己
紹
介
を
す
る
こ
と
、
お
礼

の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
す
ら
、
た
め
ら
い
や
恥

ず
か
し
さ
、
知
識
の
な
さ
か
ら
な
か
な
か
表
現
す

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。
あ
れ
か
ら
3

年
の
月
日
を
経
て
、
私
は
モ
ス
ク
ワ
で
勉
強
し
、

現
地
で
買
い
物
を
し
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
意
志

を
伝
え
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の

時
の
自
分
か
ら
は
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
私
が
現
地
で
過
ご
し
た
10
ヶ
月
間
は
本

当
に
毎
日
が
新
鮮
で
す
ば
ら
し
い
時
間
で
し
た
。

最
初
の
半
年
間
は
自
分
自
身
と
の
闘
い

　

私
が
通
っ
て
い
た
モ
ス
ク
ワ
大
学
の
教
育
機

関
で
あ
る
「
ツ
モ
」
で
は
、
世
界
各
国
か
ら
ロ

シ
ア
語
を
学
び
に
学
生
や
社
会
人
が
集
ま
り
、

一
緒
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
同
じ
ク
ラ
ス
の
仲

間
に
良
い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
そ
し
て
親
切

に
指
導
し
て
下
さ
る
先
生
方
の
お
陰
で
、
常
に

や
る
気
を
保
ち
勉
学
に
励
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。「
ツ
モ
」
で
の
時
間
割
り
は
、
週
3
日

の
基
本
的
な
ロ
シ
ア
語
の
授
業
と
、
週
2
日
の

ゼ
ミ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ゼ
ミ
の
時
間
に
は
、

自
分
の
好
き
な
テ
ー
マ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、

例
え
ば
文
学
や
文
化
、
芸
術
、
歴
史
な
ど
が

あ
り
、
一
ク
ラ
ス
の
人
数
は
様
々
で
す
が
、
約

6
、
7
人
で
す
。
少
人
数
制
な
の
で
何
か
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
聞
け
る
よ
う

な
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

学
校
に
通
い
始
め
た
頃
、
ク
ラ
ス
の
中
で
積

極
的
に
質
問
し
、
発
言
す
る
人
を
私
は
た
だ
、

う
ら
や
ま
し
そ
う
に
見
て
、
黙
っ
て
い
る
ば
か

り
の
自
分
で
し
た
。も
ち
ろ
ん
自
分
の
語
学
力
、

知
っ
て
い
る
単
語
数
が
圧
倒
的
に
少
な
か
っ
た

と
い
う
の
も
理
由
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、も
っ

と
大
き
な
問
題
は
失
敗
や
間
違
い
を
恐
れ
て
、

何
も
喋
ら
ず
黙
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
私
は

怖
か
っ
た
の
で
す
。
何
か
間
違
っ
た
こ
と
を

言
っ
て
笑
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。
周
り

で
積
極
的
に
会
話
を
し
て
い
る
友
人
た
ち
は

確
か
に
、
た
く
さ
ん
文
法
の
間
違
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
を
口
に
出
す
こ
と
で
、

自
分
の
意
志
、意
見
を
示
し
、も
ち
ろ
ん
間
違
っ

て
い
れ
ば
先
生
が
訂
正
し
て
く
れ
ま
す
。
私
は

そ
の
自
分
の
間
違
い
を
見
直
し
、
正
し
い
言
い

方
を
覚
え
る
、
と
い
う
大
切
な
チ
ャ
ン
ス
を
自

ら
潰
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
自
分
で

も
意
識
す
る
よ
う
心
が
け
、
だ
ん
だ
ん
と
周

り
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う

し
て
い
る
う
ち
に
、
積
極
的
に
発
言
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
自
分
に
も
自
信
が
持
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
私
は
他
の
人
に
比
べ
る
と
、
慣
れ

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
正
直
、
最
初
の
半

年
間
く
ら
い
は
自
分
の
出
来
の
悪
さ
に
嫌
気

が
差
し
、つ
ら
い
日
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
毎
日
毎
日
、
自
分
自
身
と
の
闘
い
。

ロ
シ
ア
語
を
見
た
く
な
い
日
も
、
聞
き
た
く
な

い
日
も
、
一
歩
部
屋
か
ら
出
れ
ば
そ
こ
は
も
ち

ろ
ん
、
ロ
シ
ア
語
が
溢
れ
る
世
界
。
そ
う
い
っ

た
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
で
、
心
も
体
も
ロ
シ

ア
に
順
応
し
て
い
く
、
そ
ん
な
感
覚
を
味
わ
い

ま
し
た
。

留学で知った本当のロシア。……その人々 の温かさ。

未
来
に
向
け
て
第一歩
！

平
成
26
年
度
札
幌
大
学「
会
社
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

海
外
留
学
を
実
現
し
た
中
村
い
の
り
さ
ん
の
体
験
レ
ポ
ー
ト

体
験
し
て
み
て
分
か
る
本
当
の
ロ
シ
ア

の
人
と
文
化

　

勉
強
も
大
切
で
す
が
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
、
モ
ス
ク
ワ
郊
外
へ
の
小
旅
行
が
あ
っ
た
り
、

年
末
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
っ
た

り
と
、
楽
し
い
行
事
も
た
く
さ
ん
企
画
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

学
校
生
活
の
他
に
も
留
学
の
楽
し
み
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
授
業
終
わ
り
や
、
土
日

の
休
日
を
利
用
し
て
、
よ
く
モ
ス
ク
ワ
の
街
を

散
歩
し
ま
し
た
。
地
下
鉄
や
バ
ス
な
ど
市
内
交

通
も
発
達
し
て
い
る
の
で
、
自
由
に
好
き
な
と

こ
ろ
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
ロ
シ

ア
は
芸
術
の
国
で
あ
り
、
バ
レ
エ
や
オ
ペ
ラ
、

絵
画
鑑
賞
を
し
に
も
出
か
け
た
り
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
ロ
シ
ア
人
の
温
か
さ
に
触
れ
る
場

面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
人
は
笑
わ
な

い
、
怖
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
1
8
0

度
変
わ
り
ま
し
た
。
や
は
り
実
際
に
自
分
の

目
で
見
て
、
耳
で
聞
い
て
、
初
め
て
そ
の
国
に

つ
い
て
語
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

　

現
地
に
は
本
当
に
明
る
く
笑
顔
の
す
て
き

な
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
私
た
ち
日
本
人

か
ら
す
る
と
、
い
つ
も
笑
顔
で
ニ
コ
ニ
コ
し
て

い
た
方
が
、
相
手
に
不
快
な
気
持
ち
を
与
え

な
い
為
に
も
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
で

す
が
、ロ
シ
ア
で
は
違
う
の
で
す
。
意
味
な
く
、

理
由
な
く
笑
う
の
は
逆
に
お
か
し
な
こ
と
で
、

も
ち
ろ
ん
嬉
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
と
び
っ
き

り
の
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

ま
た
私
が
感
心
し
た
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、

交
通
機
関
の
中
で
、
若
者
が
必
ず
お
年
寄
り

に
席
を
譲
っ
て
い
た
の
で
す
。
私
は
何
度
も
そ

う
い
っ
た
場
面
に
会
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
は

こ
ん
な
に
も
徹
底
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
文
化
や

考
え
方
の
違
い
を
実
際
に
現
地
で
の
生
活
の
中

で
感
じ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
ロ
シ
ア
で
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ
た
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
、よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
、

こ
の
経
験
が
こ
れ
か
ら
の
私
の
励
み
と
な
り
、

助
け
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

就職活動の変化について
学生支援オフィス主幹　小野 寛一さん

　就職活動のスケジュールが2016年春の卒業予定者から大き
く変わることになりました。これは就活の早期化・長期化によ
る学業への悪影響などを理由に、経団連が加盟企業向けに示し
たガイドラインで、「会社説明会の解禁時期を３年生の３月、面
接などの選考活動を４年生の８月」としており、現行より説明
会は３カ月、選考活動は４カ月遅らせるというものです。
　就活が「後ろ倒し」になったことで、札幌市内でも３月１日以
降、リクナビやマイナビなどが主催する合同会社説明会が連日
のように開催され、また各大学でも３月に学内合同会社説明会
が開催されています。
　一方、実際に「選考は８月から開始されるのか」というと、
だいぶ状況が変化してきました。経団連に加盟する首都圏の大
企業は「８月からを順守」と明言していますが、外資系企業や
経団連に加盟していない企業は例年どおり３月以降に順次選考
活動を始める模様です。３月に本学で開催した合同会社説明会
にご参加いただいた各企業・団体様のアンケートでも、９割ほ
どが「３月から６月に選考を行う」と回答しています。
　このような状況になりそうなことは昨年秋頃から言われてき
ましたので、私ども就職スタッフも３年生向け就職講座などで
は「就活時期の後ろ倒し」の説明と合わせて、「実際の企業側
の動き」も学生の皆さんに説明し、出遅れることのないように
努めてきました。
　早い企業ですと、すでに３月下旬までにエントリーを済ませ
るようホームページに掲載しています。早くから豊富な活動量
で採用担当者様と接することが内定獲得への近道となりますの
で、就職スタッフ一同、これからも就活学生の皆さんの背中を、
強く押し続けていきたいと思います。

外国語学部ロシア語学科3年生　

中村　いのり さん

自
分
の
目
で
見
て
、
耳
で
聞
い
て
、
は
じ

め
て
語
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
ら
の
可
能
性
と
地
域
の
未
来
を
築
く
。

私
の
発
想
の
原
点
は
、
自
由
闊
達
な
校
風
に

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

富山　浩樹さん　
1998年3月　経営学部経営学科卒
株式会社サッポロドラッグストアー　
常務取締役／営業本部長
株式会社リージョナルマーケティング　代表取締役

聖ワシーリー寺院（赤の広場）
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「
雪
国
の
ハ
ン
デ
を
克
服
し
、
技
術
の

向
上
を
目
指
す
」

　
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
世
界
を
舞
台
し
た
活

躍
も
あ
り
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
が
今
、
熱
く
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
、
本
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
道
内

唯一の
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
と
し
て
、
必
然
的
に

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

選
手
の
指
導
・
育
成
に
努
め
る
氏
家
新
司
監

督
は
、「
メ
ン
バ
ー
は
親
兄
弟
、
友
人
な
ど
の
影
響

で
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
、
小
さ
い
頃
か
ら
男
の
子
に

混
じ
っ
て
練
習
し
て
き
た
子
ば
か
り
。
そ
の
子
た

ち
が
道
内
唯一と
い
う
こ
と
も
あ
って
、
本
学
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
に
集
ま
り
ま
し
た
」。

　

混
成
チ
ー
ム
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
団
結
力
が

あ
り
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
は
自
信
が
あ
る
と
言
い

ま
す
。

　

近
年
の
実
績
と
し
て
は
、
2
0
1
5
年
1
月
に

兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
23
回　

全
日
本
大

学
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」
に
北
海
道
代

表
と
し
て
出
場
。
結
果
は
健
闘
及
ば
ず
1
回
戦

惜
敗
と
な
り
ま
し
た
が
、
他
府
県
代
表
の
監
督
や

指
導
者
か
ら
「
ま
と
ま
り
の
あ
る
良
い
チ
ー
ム
で

す
ね
」
と
高
い
評
価
を
得
た
そ
う
で
す
。

　
「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
面
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
が
、

課
題
は
決
定
力
と
い
う
か
オ
フ
ェ
ン
ス
で
す
ね
。

今
後
は
個
の
技
術
向
上
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」。
氏
家
監
督
の
こ
う
し
た
思
い
と
学
生
の
目

標
は一致
し
て
い
ま
し
た
。

　

積
雪
寒
冷
と
いっ
た
北
国
の
ハ
ン
デ
や
、
他
の
運

動
部
と
共
用
す
る
グ
ラ
ン
ド
の
使
用
時
間
な
ど
、

何
か
と
制
約
の
多
い
練
習
環
境
の
な
か
、
選
手
は

各
々
の
課
題
と
向
き
合
い
効
率
的
な
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
小
菅
生
さ
ん
、
三
澤
さ

ん
は
「
ト
ッ
プ
を
任
さ
れ
て
い
る
の
で
積
極
的
に

点
を
取
り
に
いっ
て
結
果
を
残
し
た
い
」
と
口
を

揃
え
ま
す
。

　
一方
、
キ
ー
パ
ー
の
梶
谷
さ
ん
は
「一層
技
術
を

向
上
し
、
ゴ
ー
ル
を
守
り
た
い
」
と
決
意
表
明
し

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
チ
の
田
村
さ
ん
、
ト
ッ
プ
の
太

田
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
を
背
負

う
2
年
生
。
と
も
に
、「
プ
レ
ー
ス
ピ
ー
ド
と
精
度

を
上
げ
て
、
チ
ー
ム
全
体
の
力
を
ア
ッ
プ
し
た
い
」

と
闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
活
躍
す
る
マ
ル
チ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

五
十
嵐
さ
ん
は
「
道
内
の
大
会
で
は
通
用
し
て
い

た
の
で
、
全
国
で
も
十
分
戦
え
る
と
思
って
い
ま
し

た
が
、
実
際
に
試
合
し
て
み
る
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
面

や
判
断
ス
ピ
ー
ド
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
し
た
」

と
言
い
ま
す
。

　

明
確
な
課
題
が
見
え
て
い
る
だ
け
に
、
今
後
の

練
習
に
よ
って
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
を
克
服
し
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
昨
年
度
ま
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
て
い
た
三
澤
さ
ん
は
「
ま
ず
は
全
道
を
制
し
、

イ
ン
カ
レ
で
の
勝
利
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
来
期
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
言
葉
を
補
足
し
、「
連
携
と
守
備
と
い
う

優
れ
た
面
を
活
か
し
て
、
パ
ス
を
繋
ぎ
ゴ
ー
ル
前

に
攻
め
て
い
く
サ
ッ
カ
ー
が
理
想
で
す
ね
」
と
、

氏
家
監
督
は
口
元
を
キ
ュッ
と
引
き
締
め
ま
し
た
。

「
支
援
に
対
す
る
感
謝
を
忘
れ
な
い

人
間
教
育
も
」

　
「
大
会
の
遠
征
に
は
多
大
な
費
用
が
か
か
り
ま

す
が
、
後
援
会
さ
ま
か
ら
手
厚
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
私
を
含
め
学
生一同
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
学
生
に
対
し
て
は
、
周
囲
への
感

謝
を
忘
れ
な
い
人
間
教
育
に
も
努
め
て
い
き
た
い

と
思
って
い
ま
す
」。

　

そ
の一環
と
し
て
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
文
部
科

学
省
が
推
進
す
る「
青
少
年
奨
励
制
度
」に
参
加
。　

　
こ
れ
は
青
少
年
が
「
自
然
体
験
」「
運
動
体
験
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」「
教
養
体
験
」
の
4
つ
の

領
域
に
お
い
て一定
期
間
継
続
し
て
取
り
組
ん
だ

全
日
本
大
会
出
場
！
パ
ス
を
つ
な
ぎ

ゴ
ー
ル
に
攻
め
込
む
プ
レ
ー
を
理
想
に
、

コ
ー
ト
を
駆
け
る
！

全
日
本
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
に
本
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
3
年

連
続
3
回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
初
戦
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

来
期
は
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
実
力
に
加
え
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
精
鋭
が
全
道
か
ら
集
結
。
史
上

最
強
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
悲
願
の
イ
ン
カ
レ
初
勝
利
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回

は
男
子
に
負
け
な
い
闘
志
を
燃
や
す
、
本
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
に
注
目
し
ま
し
た
。

　2011年3月11日に発生した未曽有の大災害、東日本大震災から４年を迎えました。いま
なお、23万人弱のもの方々が避難生活を余議なくされており、とりわけ東北や関東などから、

概ね2,500人の方々が道内に避難され、復興は道半ばであることが報道されています。この3月21日、ニ
トリ文化ホールを会場に挙行された卒業証書・学位授与式では多くの卒業生が、この我が国を震撼させた直後
に入学し、被災地出身の学生も少なくありません。大学生活を顧みて感慨深い一日となったことでしょう。
　今次の号に掲載の卒業生の深野さん、川口さんは、大学生活が「人生最後のモラトリアム」と言われますが、
本学における学生生活は全くの真逆ともいうべき社会で活躍できる人材になるための修業期間のような生きざ
まを自身で展開していることが伝わりました。また、「卒業生の声」富山氏も、札幌大学の自由闊達な校風に魅
かれ入学、この５月には38歳の若さで東証１部上場企業の次期社長に決定しており、取材を通して社会にで
る新人も迎える先輩も期待と不安に胸を膨らませていることが窺えます。
　後援会は、これまで以上にきめ細やかな支援策を行うことを使命として、皆さまからのメッセージを大切に
様々な取組みを続けていく予定です。新年度におきましても、後援会事業、学生の活躍に注目いただき、忌憚
のないご意見をお待ちしております。

実
績
に
対
し
、修
了
証
を
授
与
す
る
と
い
う
制
度
。

　
「
自
然
体
験
と
し
て
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
造
り
に

参
加
し
ま
し
た
。
冬
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
兼
ね

て
良
い
経
験
な
り
ま
し
た
」
と
氏
家
監
督
は
言
い

ま
す
。
さ
ら
に
昨
年
は
合
宿
と
い
う
名
目
で
浦
河

町
に
遠
征
。
現
地
で
は
交
通
安
全
啓
蒙
活
動
に

も
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
、
学
生
と
し
て
、
ま
た
、一

人
の
人
間
と
し
て
も
成
長
を
続
け
る
札
大
女
子

サ
ッ
カ
ー
部
。

　

今
年
度
か
ら
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
中
村
さ
ん

は
、「
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
強
い
チ
ー

ム
を
つ
く
っ
て
次
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
も

全
道
か
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新
入
生
が
加
わ
り
、
す

で
に
熱
の
こ
も
っ
た
練
習
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
女

子
サ
ッ
カ
ー
部
の
今
後
の
活
躍
か
ら
、
当
分
目
が

離
せ
ま
せ
ん
。

経営学部経営学科3年生　

三澤　絢子さん

女子サッカー部監督（学生支援オフィス）

氏家　新司さん

平成26年度　課外活動への補助一覧

弓道部

剣道部　

硬式庭球部

ゴルフ部

サッカー部

女子サッカー部

女子羽球部

女子バスケットボール部

女子バレーボール部

柔道部

　

　

準硬式野球部

スケート部

　

ソフトテニス部

卓球部

男子バスケットボール部

男子バレーボール部

チアリーディング部

ラグビー部

陸上競技部

札幌大学キャンパス応援隊

札幌大学吹奏楽団

よさこいソーラン研究会Lafete

民俗音楽研究部

ジャズ研究会

写真部

料理同好会

 

補助金支出合計

8/11～8/15

7/4～7/7

11/14～11/17

11/7～11/10

8/18～8/20

8/25～8/28

8/7～8/9

12/10～12/12

1/6～1/8

10/24～10/26

11/22～11/25

6/19～6/21

6/27～6/29

9/12～9/14

9/26～9/28

10/18～10/21

10/24～10/26

11/7～11/9

11/13～11/16

9/10～9/14

10/18～10/20

10/31～11/2

12/25～12/28

1/4～1/7

1/6～1/9

8/7～8/12

10/23～10/26

11/23～11/26

6/18～6/21

10/17～10/19

12/1～12/3

12/12～12/14

1/1～1/3

9/3～9/7

9/7～9/12

10/17～10/19

150,000

84,000

120,000

63,000

18,000

24,000

207,000

270,000

90,000

36,000

228,000

171,000

117,000

27,000

72,000

12,000

135,000

9,000

48,000

255,000

9,000

9,000

12,000

216,000

12,000

90,000

48,000

228,000

228,000

99,000

180,000

90,000

270,000

240,000

108,000

270,000

4,245,000

　

 

50,000

50,000

50,000

50,000

30,000

230,000

4,475,000

第62回全日本学生弓道選手権大会

第62回全日本学生剣道選手権大会

第48回全日本女子学生剣道選手権大会

第62回全日本学生剣道優勝大会

第33回全日本女子学生剣道優勝大会

平成26年度全日本学生テニス選手権大会

第68回日本学生ゴルフ選手権競技

第38回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント

第63回全日本大学サッカー選手権大会

第23回全日本大学女子サッカー選手権大会

第65回全日本学生バドミントン選手権大会

第66回全日本大学バスケットボール選手権大会

第33回東日本バレーボール大学選手権大会

第63回全日本学生柔道優勝大会

平成26年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会

平成26年度全日本学生柔道体重別選手権大会

第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体）

平成26年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会

平成26年度講道館杯全日本柔道体重別選手権大会

第32回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会

第15回大学アイスホッケー交流戦苫小牧大会

第8回東日本学生フィギュアスケート選手権大会

第40回東日本フィギュアスケート選手権大会

第83回全日本フィギュアスケート選手権大会

第87回日本学生氷上競技選手権大会

第87回日本学生氷上競技選手権大会（フィギュア部門）

第69回三笠宮賜杯全日本学生ソフトテニス選手権大会

第56回全日本学生ソフトテニスシングルス選手権大会

第81回全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）

第66回全日本大学バスケットボール選手権大会

第33回東日本バレーボール大学選手権大会

第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体）

第67回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会

第26回全日本学生チアリーディング選手権大会

第65回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会

天皇賜盃第83回日本学生陸上競技対校選手権大会

宮城県石巻市網地島住民の防災意識調査のボランティア

第62回全日本吹奏楽コンクール

小　計

　

 

YOSAKOIソーラン祭り

定期演奏会

定期演奏会

写真展

フェスタつきさっぷ

小　　計

交付団体名 大　会　名 補助対象期間 支出金額

交付団体名 文化系サークル補助金 補助対象期間 支出金額

平成27年2月現在

入学式

春学期ガイダンス・オリエンテーション

（～4/4）

春学期授業（～7/25）

開学記念日

文連祭･体育大会（～6/14）

春学期補講日

春学期定期試験（～8/1）

夏期休業（～9/16） 　

春学期追再試験（～8/20）

　

春学期卒業発表 　

秋学期集中講義（～9/12）　

秋学期ガイダンス・オリエンテーション

（～9/18）

秋学期授業（～1/25）

春学期卒業証書・学位記授与式

大学祭（～10/12） 　

課外活動・アクションプログラム

特別推薦入学試験

　 　 　 　

推薦・特別入学試験

自己推薦特別入学試験A日程 　 　

課外活動推薦特別入学試験A日程

（～11/22）

自己推薦特別入学試験B日程,課外活動

推薦特別入学試験B日程

冬期休業（～1/3）　

　 　 　 　

大学入試センター試験（～1/17）

秋学期補講日（1/26・27）

秋学期定期試験（～2/3）

一般入学試験（A日程）　

秋学期追再試験（～2/19）

秋学期卒業発表 　

一般入学試験（B日程）

自己推薦特別入学試験C日程,課外活動

推薦特別入学試験C日程

秋学期卒業証書・学位記授与式

1日(水)

1日(水)

6日(月)

6日(水)

12日(金)

23日(木)

27日(月)

2日(日)

18日(火)

1日(火)

7日(月)

17日(木)

19日(土)

9日(金)

24日(土)

21日(土)

 

 

12日(土)

23日(水)

16日(土)

21日（木）

28日(木)

5日(金)

17日(水)

1日(火)

6日(日)

11日(金)

21日(月)

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1

2

3

キ ャ ン パ ス カ レ ン ダ ー
2015.4～2016.3

開催地

札　幌

北　見

旭　川

釧　路

帯　広

札　幌

青　森

函　館

苫小牧

   開催月日

 6／  6（土）

 9／  5（土）

 9／  6（日）

 9／12（土）

 9／13（日）

 9／20（日）

 9／26（土）

 9／27（日）

10／ 3（土）

　　　　　　　　実施会場

札幌大学

北見ピアソンホテル (予定 )

ロワジールホテル旭川 (予定 )

釧路東急イン (予定 )

帯広東急イン (予定 )

札幌大学

ホテル JAL シティ青森 (予定 )

函館国際ホテル (予定 )

グランドホテルニュー王子 (予定 )

平成27年度 札幌大学保護者懇談会

昨年の保護者懇談会の様子

　保護者懇談会は、学生の就職状況、修学状況、学生生活等についてご説明することにより、

大学へのご理解を深めていただくことを目的に、札幌会場をはじめ、道内７会場及び青森に

おいて開催いたします。

　実施会場等が決まりましたら、改めて開催案内をお送りいたしますので、大学における様々

な施策・活動へのご理解をいただくため、是非ともご出席くださいますようよろしくお願い

いたします。

C　O　N　T　E　N　T　S
　

私
の
息
子
は
平
成
3
年
に
本
学
経
営
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
が
明
る
く
通
学
し
や
す
い
と
い
う
の
が
本
学
を
選
ん
だ

理
由
で
す
。

　

経
営
学
専
攻
に
対
す
る
目
的
意
識
も
さ
ほ
ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
真
面
目
に
通
学
し
学
習
す
る
こ
と
で
、
当
時
就
職
状
況

が
超
氷
河
期
で
あ
っ
た
な
か
、
卒
業
す
る
3
月
20
日
の
2
週
間
前

に
漸
く
就
職
が
決
ま
り
、
息
子
が
内
定
も
ら
っ
た
と
知
ら
せ
て
き
た

時
の
笑
顔
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
親
子
共
々
、
本
学
に
学
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
っ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

息
子
の
入
学
年
度
か
ら
、
大
学
の
説
明
会
に
は
何
と
し
て
も
出

て
説
明
を
聞
き
た
い
と
思
い
参
加
し
た
の
が
最
初
で
あ
り
、
以
来
12

年
間
、
後
援
会
の
役
員
と
し
て
大
学
を
見
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

学
生
数
が
年
々
減
少
し
大
学
改
革
が
そ
の
頃
よ
り
叫
ば
れ
、
漸
く

こ
こ
、
二
、三
年
変
化
を
感
じ
て
多
く
の
大
学
で
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

受
験
生
の
意
識
や
時
代
背
景
が
変
わ
っ
た
以
上
、
そ
の
変
化
に
対

応
で
き
な
い
教
育
機
関
は
学
生
の
選
択
の
外
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

後
援
会
の
支
援
事
業
で
も
時
々
時
代
遅
れ
な
事
に
気
が
つ
か
な
い

事
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
過
去
に
電
子
辞
書
の
時
代
に
留
学
生
の

支
援
に
分
厚
い
日
本
の
国
語
辞
書
を
贈
っ
て
い
た
事
な
ど
も
実
態
に

合
わ
な
か
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　

後
援
会
の
資
金
は
皆
様
方
の
貴
重
な
会
費
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
大
学
と
し
っ
か
り
打
合
せ
し
学

生
の
皆
さ
ん
に
繋
が
る
活
動
を
使
命
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、今
日
こ
の
後
援
会
活
動
に
も
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
こ
の
後
援
会
を
担
う
役
員
の
不
足
で
す
。
と
り
わ
け
現
役

学
生
の
ご
父
母
の
皆
様
に
は
是
非
、
ご
参
加
頂
け
る
様
こ
の
紙
面
か

ら
も
お
願
い
し
ま
す
。
大
学
に
行
っ
て
ま
で
後
援
会
で
も
な
か
ろ
う

と
お
思
い
で
し
た
ら
考
え
直
し
て
下
さ
い
。
今
日
の
学
生
は
私
達
の

学
生
時
代
と
困
難
さ
が
違
い
ま
す
。就
職
方
法
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
、
大
学
が
抱
え
る
学
生
へ
の
生
活
指
導
の
あ
り
方
等
、

ご
父
母
の
力
が
必
要
な
の
で
す
。
本
学
に
限
ら
ず
、
多
く
の
大
学
で

既
に
優
れ
た
後
援
会
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
卒
業

生
含
め
札
大
関
係
者
に
と
っ
て
後
輩
の
活
躍
は
す
ば
ら
し
い
誇
り
な

の
で
す
。
是
非
と
も
学
生
と
大
学
の
架
け
橋
と
な
り
将
来
を
担
う

学
生
の
支
援
を
す
る
た
め
、
お
知
恵
と
お
時
間
を
お
貸
し
下
さ
い
。

札
大
後
援
会
事
務
局
迄
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

札幌大学女子サッカー部

後援会から……………………………1面

札幌大学会社説明会

就活学生・内定者インタビュー……2面

海外留学体験者レポート

モスクワ大学留学

卒業生インタビュー………………3面

平成26年度課外活動への補助一覧

キャンパスカレンダー

保護者懇談会スケジュール

編集後記……………………………4面

後
援
会
か
ら

札
幌
大
学
「
後
援
会
」
活
動
を
振
り
返
る

札
幌
大
学
後
援
会
副
会
長　

事
業
委
員
会　

日
浦　

和
長

・インターンシップやアドバイザー制度などわかりやすく説明していただき、親・保護者も勉強に
なりました。

・就職の活動やプロセスなど、もっと知りたい。

北

　見

・就職するにあたっての準備や内定をもらうための部分についての説明がわかりやすくて良かった
です。

・長井みさきさん（就職活動報告）のお話がとてもためになるお話で、とても良かったです。

旭

　川

・パワーポイントでお話していただいた部分をプリントアウトしていただけるとありがたいです。
・ふだん本人から聞くことのない事。今後のことなど、聞けてとても良かったです。
・札幌での大学生活がとても不安でしたが、お話を聞いて安心しました。

釧

　路

 ・娘について大学でのお話を伺えてよかったです。日頃娘から先生のお話を聞いております。これ
からもよろしくお願いします。

・成績の様子が分かり大変良かったです。

帯

　広

・大学側の皆様が限られた時間内で、１つでも多くの情報を伝えようとする想いが、私たちにも伝
わる内容でした。又、私たちが分からない点や不安な点が生じた場合にいつでも大学の方へ連絡
できるという安心感も持てました。

青

　森

・学習支援センターのことやアルバイトをするなら家庭教師が良い。公務員を考えているなら対策
室へと具体的な説明が聞けてよかったです。そしてキャリアサポートセンターは自ら足を運ばな
ければ自主的な力も学びもないと感じました。

函

　館

・学校での内容がよく分かり、これから迎える就職活動の参考になりました。本人との意見を確認
しつつ、サポートしたいと思います。

・先生方のお話が聞けて本当によかったです。ありがとうございました。

苫
小
牧

保護者懇談会地方会場でいただいたアンケート結果（抜粋して紹介しています）

編集後記
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